

















れた。 1日に l個体あたりのヤマモモで消費される果実数は、屋久島 730.7個(サル 716.9個、ヒヨドリ
l3.8個)、種子島 1l.4個(ヒヨドリのみ)であり、サルが絶滅した場合lこヒヨド、リが種子散布者の役割を代替
する可能性は低い。屋久島においても種子島のように森林利用の変化によりサルが絶滅すれば、ヤマ
モモの大半の種子は母樹周辺にしか散布されなくなる可能性が高い。
2)建伝解析を用いたニホンザルによるヤマモモの種子散布メカニズ、ムの解明
動物による種子散布の研究はこれまで野外での観察が中心に行われ、遺伝解析を用いて種子の動き
を追跡した例は少ない。本研究では、9座のヤマモモのマイクロサテライトマーカー(Terakawaet al. 
2006)を用いて、散布種子の内果皮の遺伝解析を行った。回収した糞の中にはO個から48個(平均8.49
個)の種子が含まれていたが、それらの種子は l個体から7個体(平均5.6個体)のヤマモモの母樹に
由来するもので、あることが本研究により明らかになった(投稿準備中)。
ニホンザルは、あごの内側に頬袋とし、う器官を持ち、樹上で頬袋に果実を一時的に貯蔵して運搬し、
果実ごと飲み込むか種子の吐き出しを行う。サルが短時間で、複数のヤマモモの樹上で、果実を貯蓄し、ラ
ンダムに飲み込むことで、糞から複数の個体由来の種子が出現したと考えられる。本結果は、サルが多
様な種子親の種子を同時に散布できることを示し、サルの種子散布がヤマモモの集団関での種子によ
る遺伝子交流を促進するだけでなく、新たな生育地にて多様な遺伝的組成の個体群を形成する可能性
を示す。種子散布パタンは現在解析中で、あるが、報告書では、その結果も含めて森林の変化によるサ
ルの絶滅が種子散布機能に与える影響についても考察したい。
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